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参考図書

履修上の
グループ学習や演習では積極的に参加して下さい。

留 意 点

評価方法

レポートにて評価する。
A（100～80点）：テーマに沿った内容で、論理的妥当性のある意見を論述できている。
B（79～70点）：テーマに沿った内容で、自らの意見を述べることができている。
C（69～60点）：テーマの内容が不十分だが、講義内容がまとめられ学習成果が認められる。
D（60点未満）：A～Cに該当しないもの。また、C以上であったても正当な理由以外で期限
内に提出ができなかった場合や、他人のレポートのコピーと認められる場合はDとする。

教 科 書
〔教科書〕 「概説理学療法　第2版」文光堂

第 7 回 動作・活動分析

第 8 回 まとめ

第 5 回 協調運動

第 6 回 運動技能

第 3 回 筋力・持久力・疲労

第 4 回 姿勢と歩行

第 2 回 生体の測定

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

理学療法を支える基礎学を理解し、ヒトの運動や活動を理解する。

〔学習目標〕

1.身体の形態・機能について理解する。
2.ヒトの運動能力の基礎を理解する。
3.ヒトの活動の基礎を理解する。

授 業 回 数 授業内容

第 1 回 生体力学と関節運動

15時間

〖理学療法学科〗 専門分野

授業科目名 理学療法概論Ⅱ 授業形態 演習 配当学期 1年（前期）

担当教員名 井東 優貴 単位数 1単位 時間数


